
様式第４号 

市民意見公募（パブリックコメント）の実施結果について 

 

件    名 山陽小野田市ＧＸ推進指針（素案） 

意見募集期間 令和６年５月１日（水）～令和６年５月３１日（金） 

公表した資料 

 

 

山陽小野田市ＧＸ推進指針（素案） 

意見の件数       ２名   １６件 

 

意見の概要と市の考え方等 

項     目 意 見 の 概 要 市の考え方又は対応 

１ 表紙  

タイトル 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ はじめに 本

文下から３行

目 

 

 

 

 

 

「山陽小野田市ＧＸ推

進指針」のＧＸは、まだ一

般的ではないため、「山陽

小野田市ＧＸ推進指針（グ

リーントランスフォーメ

ーション）」とＧＸの下に

ＧＸの説明を記載したら

どうか。 

 

 

「本市では、本年がＧＸ

元年として、・・・」を「本

市では、本年をＧＸ元年と

して、・・・」にしてはどう

か。 

 

 

 

御意見のとおり、タイトル

の部分について、（GX：グリ

ーントランスフォーメーシ

ョン）の記載を追加し、修正

します。 

 

 

 

 

 

御意見のとおり、「本市で

は、本年をＧＸ元年として、

て、・・・」の記載に修正し

ます。 

 

 

 

 



３ Ｐ1 本文上か

ら２行目 

 

 

 

 

４ Ｐ２ 上の図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ Ｐ２ 下の表 

 

 

 

 

 

 

「・・・課題と・・・」

を「・・・緊急課題と・・・」

または「・・・喫緊の課題

と・・・」にしてはどうか。 

 

 

図のタイトル ■自治

体排出量カルテ「排出量の

部門・分野別構成比 令和

３年度（２０２１年度）」

を「本市の CO₂排出量の

部門・分野別構成比 令和

３年度（２０２１年度）」

（出典：自治体排出量カル

テ（環境省））にしてはど

うか。 

もしくは、図上部の本文

「環境省・・・、業務その

他部門約３％となってい

ます。」を「環境省・・・、

業務その他部門約３％と

なっています（下図参

照）。」とし、図のタイトル

を省略してはどうか。 

 この図が小さくて文字

がわかりにくいため、図全

体を大きくしたらどうか。 

 

 

 表のタイトル「◆・・・

とＦＩＴ導入状況」とある

が、ＦＩＴがわかりにくい

ため、次ページの説明及び

脚注に誘導できるようＦ

ＩＴの右肩に「7」を入れ

たらどうか。（ＦＩＴ⁷） 

御意見のとおり、差し迫っ

た課題であることから「・・・

喫緊の課題と・・・」の記載

に修正します。 

 

 

御意見のとおり、「環境

省・・・、業務その他部門約

３％となっています（下図参

照）。」とし、図のタイトルを

削除及び図全体の拡大をし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御意見のとおり、次ページ

の脚注に誘導できるよう

「◆・・・とＦＩＴ⁷導入状

況」に修正します。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ P３ 上から

２行目 

 

 

 

 

 

７ P３ 本文下

から５行目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 左表の右端に「構成比」

とあるが、「県全体に占め

る割合」としてはどうか。 

 【参考】電気使用量 FIT

導 入 比 で は 、 本 市 は

「89.5％」となっている。

再生可能エネルギーの導

入が進んでいるため、残り

の 10.5％を排出している

のか。説明が必要であるの

ではないかと考える。ま

た、この表で何が言いたい

のかわかるようにすべき

ではないか。 

 

 

 

 

 

 「区域の電気使用量で除

した」とあるが、区域内の

全部門の電気使用量かあ

るいは産業部門のみか説

明をいれてはどうか。 

 

 

 「本市まちづくりの根幹

をなす・・・」を「この指

針は、本市の・・・」また

は「これは、本市の・・・」

としてはどうか。 

 

 

 

 

 

構成比については、「構成

比」を「県内構成比」に修正

します。 

御意見を踏まえ、P3上段

の「・・導入が進んでいる

ことが認められます。」の後

に「しかしながら、再生可

能エネルギーは全て市内で

消費されているわけではな

いため、１００％になれば

目標達成というわけではあ

りません。再生可能エネル

ギー導入を進めることで、

本市を含む地域全体のＣＯ₂

排出量削減に繋げていくこ

とが重要となってきます。」

という文言を追加します。 

 

 

 区域内の全部門の電気使

用量です。御意見のとおり、

「区域の電気使用量を除し

た」を「区域の全部門の電気

使用量を除した」に修正しま

す。 

 

御意見のとおり、「本市ま

ちづくりの根幹をなす・・・」

を「この指針は、本市のまち

づくり・・」に修正し、修正

に伴い、「・・理念をまとめ

た指針です」を「・・理念を

まとめたものです」に「この

指針に基づき、・・」を「こ

れに基づき、・・」に修正し

ます。 



８ P４ 本文上

から７行目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ P４ 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ P５  

中段の図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「・・・、その基本理念

として・・・」とあるが、

この指針の中では「基本理

念」が明確でないため、P

６上段の「産業競争力と持

続可能性を備えた脱炭素

時代のエネルギーダイバ

ーシティ」が基本理念であ

れば、P６上段に「基本理

念」と明記してはどうか。 

 

 

「【対応の視点】①・・・

「あるべき脱炭素社会の

姿」を明示」が、この指針

の中では、明確でないた

め、P７上段の「山陽小野

田市は、２０５０年カーボ

ンニュートラルを実現に

挑戦します。」を指してい

るのであれば、P７上段に

「あるべき脱炭素社会の

姿」と明記してはどうか。 

 

 

 

 GX 推進指針と山陽小

野田市総合計画の間で「整

合」の矢印を、両矢印にし

てはどうか。 

 

 

 

 アクションプラン枠内

の「（改）事務事業編 （新）

区域施策編」の順を上記本

御意見のとおり、基本理念

を明確化するために、P６上

段の「本市の目指す姿」を「本

市の基本理念」に修正しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

R4 図の「あるべき脱炭素

社会の姿」は、P6 下段の「本

市ならではの脱炭素社会・・」

を指しています。どこを指し

ているか明確にするため、 

P4 図の「あるべき脱炭素社

会の姿」を「本市が目指すべ

き脱炭素社会の姿」に、P6 下

段の「本市ならではの脱炭素

社会・・」を「本市が目指す

べき脱炭素社会」に修正しま

す。 

 

 

御意見のとおり、山陽小野

田市総合計画及び山陽小野

田市地球温暖化対策実行計

画と整合を図りながら推進

していく必要があるため、両

矢印に修正します。 

 

また、アクションプラン枠

内の「（改）事務事業編 （新）

区域施策編」の順及び山口県



 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ Ｐ７  

図右下 

 

 

 

 

 

 

１２ Ｐ８ 推進 

体制の図 

 

 

 

 

 

 

１３ Ｐ８ 今後  

   のスケジュ

ール表 

 

 

 

 

 

１４ Ｐ８ 今後

のスケジュ

ール表 

文の流れと統一し、「（新）

区域施策編 （改）事務事

業編」としてはどうか。ま

た、山口県の計画の順もあ

わせたらどうか。 

 

 

 

 

「民生部門における省・

創・・・」で、「民生部門」

はどの部門を指すのか。産

業部門以外か、業務その他

と家庭部門か明記しては

どうか。 

 

 

 「【新設】山陽小野田市

ＧＸ推進協議会（仮）」に

おいて、各所で市民参加を

うたっているため、協議会

に「市民の代表」を入れて

はどうか。 

 

 

 アクションプランの（）

内の「事務事業編・区域施

策編」の順を「区域施策編・

事務事業編」としてはどう

か。 

 

 

 

アクションプラン策定・

改訂期間 2024 年から

2025 年度、計画期間 2026

温暖化対策実行計画の「〇事

務事業編 〇区域施策編」の

順について、上記文章と整合

を図り、「（新）区域施策編 

（改）事務事業編」、「〇区域

施策編 〇事務事業編」の順

に修正します。 

 

 

ここでいう民生部門は、産

業部門以外を指しています。

そのため、「民生部門」を「産

業部門以外」に修正します。 

 

 

 

 

 御意見のとおり、GX 推進

には市民参加も必要となる

ため、協議会の図の内「企業

代表」を「企業・市民代表」

に修正します。 

 

 

 

 御意見のとおり、P５の説

明の順に合わせてアクショ

ンプランの（）内の「事務事

業編・区域施策編」の順を「区

域施策編・事務事業編」に修

正します。 

 

 

 2024 年からアクションプ

ラン策定・改訂をスタートし

ますが、まずは、協議会設置



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６ 全体 

 

 

 

  

年から 2030 年度を、アク

ションプラン策定・改訂を

2024 年度中、2025 年度か

ら計画期間としてはどう

か。また、具体的施策も

2025 年度から本格実施と

してはどうか。 

 

 

 

 

 

森林環境を壊さず、屋根

の上へ山陽小野田市内企

業のソーラーパネルの設

置、企業敷地内に設置する

際の補助金、設置に関して

は山陽小野田市内の企業

を指定するなど、山陽小野

田市や周辺地域で利益が

循環するような仕組みを

検討してほしい。 

 

 

 自然と共存し、市民の健

康や利益を最優先にした

山陽小野田市独自のグリ

ーントランスフォーメー

ションを推進してほしい。 

 

 

  

や企業ヒアリング、2025 年

から施策の段階的・実証的実

施を行いたいと考えていま

す。その中での御意見や結果

もアクションプランに反映

していきたいと考えている

ため、2 年間でのアクション

プラン策定、2026 年からの

本格実施をしていきたいと

考えています。 

 

 

 御意見につきましては、今

後アクションプラン策定の

際の参考にさせていただき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 御意見につきましては、今

後アクションプラン策定の

際の参考にさせていただき

ます。 

 

 

  

 


